
第２節　一般会計

１．総括

①歳入決算額

決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率%

1 村 税 694,198 14.0% 679,484 14.3% △ 14,714 △ 2.1

2 地 方 譲 与 税 77,071 1.6% 81,166 1.7% 4,095 5.3

3 利 子 割 交 付 金 727 0.0% 340 0.0% △ 387 △ 53.2

4 配 当 割 交 付 金 1,457 0.0% 1,755 0.0% 298 20.5

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 1,135 0.0% 954 0.0% △ 181 △ 15.9

6 地 方 消 費 税 交 付 金 102,278 2.1% 98,597 2.1% △ 3,681 △ 3.6

7 自 動 車 取 得 税 交 付 金 20,263 0.4% 10,149 0.2% △ 10,114 △ 49.9

8 地 方 特 例 交 付 金 1,798 0.0% 17,080 0.4% 15,282 849.9

9 地 方 交 付 税 2,236,041 45.3% 2,318,439 48.7% 82,398 3.7

10 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 810 0.0% 781 0.0% △ 29 △ 3.6

11 分 担 金 ・ 負 担 金 25,250 0.5% 17,335 0.4% △ 7,915 △ 31.3

12 使 用 料 ・ 手 数 料 102,618 2.1% 99,755 2.1% △ 2,863 △ 2.8

13 国 庫 支 出 金 264,626 5.4% 265,125 5.6% 499 0.2

14 県 支 出 金 249,249 5.0% 262,652 5.5% 13,403 5.4

15 財 産 収 入 17,967 0.4% 20,141 0.4% 2,174 12.1

16 寄 附 金 8,143 0.2% 16,517 0.3% 8,374 102.8

17 繰 入 金 203,751 4.1% 37,019 0.8% △ 166,732 △ 81.8

18 繰 越 金 182,080 3.7% 151,667 3.2% △ 30,413 △ 16.7

19 諸 収 入 156,562 3.2% 149,719 3.1% △ 6,843 △ 4.4

20 村 債 593,100 12.0% 529,700 11.1% △ 63,400 △ 10.7

21 環 境 性 能 割 交 付 金 0 0.0% 2,695 0.1% 2,695 皆増

4,939,124 100.0% 4,761,070 100.0% △ 178,054 △ 3.6

②歳出目的別決算額

決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率%

1 議 会 費 55,107 1.1% 54,606 1.2% △ 501 △ 0.9

2 総 務 費 535,711 11.2% 558,129 12.1% 22,418 4.2

3 民 生 費 884,036 18.6% 888,409 19.3% 4,373 0.5

4 衛 生 費 333,718 7.0% 305,491 6.6% △ 28,227 △ 8.5

5 農 林 水 産 業 費 500,604 10.5% 503,928 10.9% 3,324 0.7

6 商 工 労 働 費 389,089 8.2% 366,578 8.0% △ 22,511 △ 5.8

7 土 木 費 878,634 18.4% 754,892 16.4% △ 123,742 △ 14.1

8 消 防 費 250,546 5.3% 236,059 5.1% △ 14,487 △ 5.8

9 教 育 費 404,505 8.5% 396,411 8.6% △ 8,094 △ 2.0

10 災 害 復 旧 費 4,350 0.1% 1,122 0.0% △ 3,228 △ 74.2

11 公 債 費 527,257 11.1% 542,734 11.8% 15,477 2.9

12 諸 支 出 金 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0

4,763,557 100.0% 4,608,359 100.0% △ 155,198 △ 3.3合　　　計

(単位：千円）

区　　　分
平成30年度 令和元年度 増　　　減

合　　　　計

（単位：千円）

区　　　分
平成30年度 令和元年度 増　　　減
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<地方財政状況調査との調整>

総務省の地方財政状況調査数値には、次の調整を行って報告しています。

＊地方財政状況調査＝通称・決算統計

１）歳入

調整額 調整額 区　　　分 調整額

11 分 担 金 ・ 負 担 金 △ 7,727 △ 1,523 1　人件費 9,860

12 使 用 料 ・ 手 数 料 12,041 26,282 2　物件費 △ 860

13 国 庫 支 出 金 △ 1,204 △ 2,356 5　補助費等 △ 20,000

14 県 支 出 金 △ 18,683 △ 15,364 9　公債費 20,000

17 繰 入 金 △ 23,900 △ 7,013 10　繰出金 △ 9,860

18 繰 越 金 23,900 △ 19,379 合　　計 △ 860

19 諸 収 入 △ 5,287 △ 1,507

20 村 債 20,000 11　公債費 20,000

△ 860 合　　計 △ 860

（注）各区分の合計欄の増減額の内訳は次のとおりです。

○歳入・後期高齢者保健事業受託収入　△860千円　　○歳出　・特定健康診査委託料　△860千円

③歳入決算額（地方財政状況調査報告数値）

決算額 決算額 決算額 増減率%

1 村 税 694,198 679,484 △ 14,714 △ 2.1

2 地 方 譲 与 税 77,071 81,166 4,095 5.3

3 利 子 割 交 付 金 727 340 △ 387 △ 53.2

4 配 当 割 交 付 金 1,457 1,755 298 20.5

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 1,135 954 △ 181 △ 15.9

6 地方 消費 税交 付金 102,278 98,597 △ 3,681 △ 3.6

7 自動車取得税交付金 20,263 10,149 △ 10,114 △ 49.9

8 地 方 特 例 交 付 金 1,798 17,080 15,282 849.9

9 地 方 交 付 税 2,236,041 2,318,439 82,398 3.7

10 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 810 781 △ 29 △ 3.6

11 分 担 金 ・ 負 担 金 8,234 9,608 1,374 16.7

12 使 用 料 ・ 手 数 料 122,820 111,796 △ 11,024 △ 9.0

13 国 庫 支 出 金 263,456 263,921 465 0.2

14 県 支 出 金 230,491 243,969 13,478 5.8

15 財 産 収 入 17,967 20,141 2,174 12.1

16 寄 附 金 8,143 16,517 8,374 102.8

17 繰 入 金 203,751 13,119 △ 190,632 △ 93.6

18 繰 越 金 182,080 175,567 △ 6,513 △ 3.6

19 諸 収 入 152,659 144,432 △ 8,227 △ 5.4

20 村 債 605,200 549,700 △ 55,500 △ 9.2

21 自 動 車 税 環 境 性 能 割交 付金 0 2,695 2,695 皆増

4,930,579 4,760,210 △ 170,369 △ 3.5

3.1% 3.0%

0.0% 0.1%

合　　　　計 100.0% 100.0%

12.3% 11.6%

0.2% 0.4%

4.1% 0.3%

3.7% 3.7%

5.3% 5.5%

4.7% 5.1%

0.4% 0.4%

0.0% 0.0%

0.2% 0.2%

2.5% 2.3%

0.4% 0.2%

0.0% 0.4%

45.3% 48.7%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

2.1% 2.1%

14.1% 14.3%

1.6% 1.7%

0.0% 0.0%

区　　　分
平成30年度 令和元年度 増　　　減

構成比 構成比

（単位：千円）

（単位：千円）

区　　　　分 区　　　分

1　議会費

2　総務費

3　民生費

4　衛生費

5　農林水産業費

6　商工労働費

合　　　計

7　土木費
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④歳出目的別決算額の財源内訳（地方財政状況調査報告数値）

平成
30年度

令和
元年度

構成比
国県

支出金

使用料
手数料
負担金
寄附金

地方債 その他 一般財源 増減額
増減率
     %

1 議 会 費 53,540 53,083 1.2% 0 0 0 0 53,083 △ 457 △ 0.9

2 総 務 費 562,991 584,411 12.7% 36,131 18,945 8,600 22,194 498,541 21,420 3.8

3 民 生 費 888,642 886,053 19.2% 214,843 20,704 0 3,451 647,055 △ 2,589 △ 0.3

4 衛 生 費 303,480 290,127 6.3% 5,615 8,656 50,900 1,741 223,215 △ 13,353 △ 4.4

5 農 林 水 産 業 費 492,928 496,915 10.8% 108,719 2,863 141,000 2,319 242,014 3,987 0.8

6 商工労働費 369,081 347,199 7.5% 689 52,704 20,000 88,553 185,253 △ 21,882 △ 5.9

7 土 木 費 877,692 753,385 16.4% 115,362 13,794 179,700 7,086 437,443 △ 124,307 △ 14.2

8 消 防 費 250,546 236,059 5.1% 0 0 8,200 264 227,595 △ 14,487 △ 5.8

9 教 育 費 404,505 396,411 8.6% 15,070 2,934 45,900 15,479 317,028 △ 8,094 △ 2.0

10 災害復旧費 4,350 1,122 0.0% 0 0 0 0 1,122 △ 3,228 △ 74.2

11 公 債 費 547,257 562,734 12.2% 0 14,921 0 20,000 527,813 15,477 2.8

12 諸 支 出 金 0 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 0.0

4,755,012 4,607,499 100.0% 496,429 135,521 454,300 161,087 3,360,162 △ 147,513 △ 3.1

11,461 2,400 95,400 192,172 △ 301,433

182,080 152,711 152,711

4,937,092 4,760,210 507,890 137,921 549,700 353,259 3,211,440

⑤歳出性質別決算額の財源内訳（地方財政状況調査報告数値）

平成
30年度

令和
元年度

構成比
国県

支出金

使用料
手数料
負担金
寄附金

地方債 その他 一般財源 増減額
増減率
     %

1 人 件 費 723,249 734,792 15.9% 21,028 18,033 0 9 695,722 11,543 1.6

2 物 件 費 1,041,209 971,994 21.1% 41,547 80,595 56,400 28,465 764,987 △ 69,215 △ 6.6

3 維 持 補 修 費 223,554 169,201 3.7% 33,325 2,463 0 57 133,356 △ 54,353 △ 24.3

4 扶 助 費 273,532 276,060 6.0% 161,755 0 0 3,408 110,897 2,528 0.9

5 補 助 費 等 425,858 401,143 8.7% 105,344 4,092 0 555 291,152 △ 24,715 △ 5.8

6 公 債 費 547,257 562,734 12.2% 0 14,921 0 20,000 527,813 15,477 2.8

7 積 立 金 33,925 93,257 2.0% 0 15,417 3,300 511 74,029 59,332 174.9

8 投資及び出資金 0 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 0.0

9 貸 付 金 107,000 107,000 2.3% 0 0 20,000 87,000 0 0 0.0

10 繰 出 金 690,229 699,013 15.2% 38,448 0 5,700 38 654,827 8,784 1.3

11 普通建設事業費 684,849 591,183 12.9% 94,982 0 368,900 21,044 106,257 △ 93,666 △ 13.7

うち補助事業費 183,731 171,199 3.7% 94,482 0 74,100 1,985 632 △ 12,532 △ 6.8

うち単独事業費 358,208 264,985 5.8% 500 0 149,900 19,059 95,526 △ 93,223 △ 26.0

う ち 県 営 事 業 負 担 金 142,910 154,999 3.4% 0 0 144,900 0 10,099 12,089 8.5

12 災害復旧事業費 4,350 1,122 0.0% 0 0 0 0 1,122 △ 3,228 △ 74.2

4,755,012 4,607,499 100.0% 496,429 135,521 454,300 161,087 3,360,162 △ 147,513 △ 3.1

11,461 2,400 95,400 192,172 △ 301,433

116,724 152,711 152,711

4,871,736 4,760,210 507,890 137,921 549,700 353,259 3,211,440

歳計剰余金又は
翌年度歳入繰上

充用金

歳入決算額

財　源　内　訳 増　減決　算　額

合　　　計

歳入振替額

合　　　計

（単位：千円）

区　　　分

決　算　額 財　源　内　訳 増　減

（単位：千円）

区　　　分

歳計剰余金又は
翌年度歳入繰上

充用金

歳入決算額

歳入振替額
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２．歳入の状況（地方財政状況調査報告数値で説明）

（１）概況

自主財源等の状況（地方財政状況調査報告数値） （単位：千円）

増減額 増減率% 構成比

△ 14,714 △ 2.1 14.3%

1,374 16.7 0.2%

△ 11,024 △ 9.0 2.3%

2,174 12.1 0.4%

8,374 102.8 0.3%

△ 190,632 △ 93.6 0.3%

△ 6,513 △ 3.6 3.7%

△ 8,227 △ 5.4 3.0%

△ 219,188 △ 15.8 24.6%

82,398 3.7 48.7%

465 0.2 5.5%

13,478 5.8 5.1%

7,978 3.9 4.5%

△ 55,500 △ 9.2 11.5%

48,819 1.4 75.4%

一般財源の推移（地方財政状況調査５表より）

増減額 増減率%

675,230 686,015 684,809 698,185 694,198 679,484 △ 14,714 △ 2.1

74,449 77,732 76,800 76,499 77,071 81,166 4,095 5.3

67,398 110,905 96,536 96,295 102,278 98,597 △ 3,681 △ 3.6

10,249 13,230 13,493 21,055 20,263 10,149 △ 10,114 △ 49.9

2,327,617 2,480,664 2,352,731 2,242,835 2,236,041 2,318,439 82,398 3.7

8,720 3,634 2,996 101,730 101,551 3,834 △ 97,717 △ 96.2

134,082 174,134 133,443 106,295 168,768 154,852 △ 13,916 △ 8.2

0 0 0 0 0 0 0 0.0

177,500 174,900 129,100 128,700 126,600 95,400 △ 31,200 △ 24.6

25,806 39,411 33,848 44,350 51,426 70,952 19,526 38.0

3,501,051 3,760,625 3,523,756 3,515,944 3,578,196 3,512,873 △ 65,323 △ 1.8

地方交付税の推移

増減額 増減率%

2,840,969 3,023,915 2,911,389 2,825,892 2,800,534 2,871,838 71,304 2.5

645,762 678,898 692,552 677,016 701,928 698,936 △ 2,992 △ 0.4

2,195,207 2,347,646 2,216,442 2,073,125 2,098,606 2,183,707 85,101 4.1

0 0 0 0 0 0 0 0.0

2,195,207 2,347,646 2,216,442 2,073,125 2,098,606 2,183,707 85,101 4.1

132,410 133,018 136,289 169,710 137,435 134,732 △ 2,703 △ 2.0

9,608

使 用 料 ・ 手 数 料 122,820 111,796

財 産 収 入 17,967 20,141

　令和元年度の歳入決算額の内訳をみると、地方交付税が２３億１，８４３万９千円で全体の４８．７％を占めていま
す。村税などの自主財源は１１億７，０６６万４千円で、前年度より２億１，９１８万８千円（△１５．８％）減となりまし
た。基金からの繰入金額の減少が主な要因となっています。

区　　　　分 平成30年度 令和元年度

自　主
財　源

村 税 694,198 679,484

分 担 金 ・ 負 担 金 8,234

繰 越 金 182,080 175,567

諸 収 入 152,659 144,432

寄 附 金 8,143 16,517

繰 入 金 203,751 13,119

合 計 1,389,852 1,170,664

依　存
財　源

地 方 交 付 税 2,236,041 2,318,439

国 庫 支 出 金 263,456 263,921

村 債 605,200 549,700

合 計 3,540,727 3,589,546

県 支 出 金 230,491 243,969

地 方 譲 与 税 等 205,539 213,517

（単位：千円）

区   分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
対前年度増減

繰 越 金

減 税 補 て ん 債

臨 時 財 政 対 策 債

そ の 他

合 計

（単位：千円）

村 税

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 交 付 税

繰 入 金

令和元年度
対前年度増減

基 準 財 政 需 要 額

基 準 財 政 収 入 額

交 付 基 準 額

調 整 額

区 分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

普 通 交 付 税

特 別 交 付 税
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村税の推移

増減額 増減率%

187,558 195,464 196,435 215,854 217,415 203,437 △ 13,978 △ 6.4

412,828 415,863 413,327 408,951 404,090 403,139 △ 951 △ 0.2

18,407 19,644 19,651 18,684 18,548 18,459 △ 89 △ 0.5

56,437 55,044 55,395 54,696 54,145 54,449 304 0.6

675,230 686,015 684,808 698,185 694,198 679,484 △ 14,714 △ 2.1

（２）歳入決算額に現れた特徴点（対前年度10%以上の増減があったもの）

増減率

849.9

△ 93.6

△ 24.6

対前年度増減

村 民 税

固 定 資 産 税

入 湯 税

そ の 他 の 税

合 計

（単位：千円）

区 分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

地 方 債
（臨時財政対策債）

△ 31,200 発行可能額が減少したため。

（単位：千円）

区 分 対 前 年 度 増 減 額 増減の主な原因

地方特例交付金等 15,282
子ども・子育て支援臨時交付金13,509（皆増）、自動車税減収補
填1,313（皆増）、軽自動車税減収補填123（皆増）

繰 入 金 △ 190,632

財政調整基金▲40,000（皆減）、社会福祉基金▲10,000（皆減）、
教育基金▲51,400（皆減）、国保過年度繰出金精算繰入▲60,000
（皆減）、商工観光基金▲15,000（皆減）、むらづくり基金▲8,500
（皆減）、過疎自立促進基金▲6,600（皆減）
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３．歳出の状況（地方財政状況調査報告数値で説明）

性質別経費の状況

平成30年度 令和元年度 増減額 増減率% 構成比

1,544,038 1,573,586 29,548 1.9 34.2%

723,249 734,792 11,543 1.6 15.9%

273,532 276,060 2,528 0.9 6.0%

547,257 562,734 15,477 2.8 12.2%

689,199 592,305 △ 96,894 △ 14.1 12.9%

684,849 591,183 △ 93,666 △ 13.7 12.8%

183,731 171,199 △ 12,532 △ 6.8 3.7%

358,208 264,985 △ 93,223 △ 26.0 5.8%

142,910 154,999 12,089 8.5 3.4%

4,350 1,122 △ 3,228 △ 74.2 0.0%

2,521,775 2,441,608 △ 80,167 △ 3.2 53.0%

1,041,209 971,994 △ 69,215 △ 6.6 21.1%

425,858 401,143 △ 24,715 △ 5.8 8.7%

33,925 93,257 59,332 174.9 2.0%

107,000 107,000 0 0.0 2.3%

690,229 669,013 △ 21,216 △ 3.1 14.5%

223,554 199,201 △ 24,353 △ 10.9 4.3%

4,755,012 4,607,499 △ 147,513 △ 3.1 100.0%

（１）目的別決算の状況

　目的別決算額では、民生費が８億８，８６１万円で全体の１９．２％を占め第１位、土木費が第２位で１６．
４％、そして第３位が総務費で１２．７％、以下、公債費、農林水産業費、教育費、商工労働費、衛生費、消防
費、議会費、災害復旧費の順となっています。
　なお、前年度比で大幅な増減（±１０％以上）のある費目は次のとおりです。
　土木費は、南赤谷上関線道路改良工事、大石トンネル修繕工事、旧女川中学校解体工事などの終了およ
び少雪による除雪経費の減少によって、△１４．２％（１億２，４３１万円の減）となりました。
　また、災害復旧費は、△７４．２％（３２３万円）となりました。
 

（２）性質別決算の状況

 　性質別決算額では、物件費が全体の２１．１％を占め第１位、第２位が人件費で１５．９％、第３位が繰出
金で１４．５％の順となっています。
　義務的経費については、大幅な増減（±１０％以上）はありませんでしたが、公債費は増加しました。これ
は、過去に実施した普通建設事業の借金返済が進んでいるため、今後も増加が見込まれます。
　投資的経費の単独事業費については、林道整備事業や南赤谷上関線道路改良工事などの終了に伴い、
△２６．０％（９，３２２万円の減）となりました。
　なお、その他経費のその他において、前年より２，４３５万円の減となった要因は、除雪経費などの維持補
修費が減少したためです。

うち普通建設事業費

うち補助事業費

うち単独事業費

その他の経費

うち県営事業ほか負担金

うち物件費

うち貸付金

うちその他

うち繰出金

うち公債費

区分

義務的経費

うち人件費

うち扶助費

投資的経費

うち災害復旧事業費

歳出合計

うち補助費等

うち積立金

（単位：千円）
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人件費の内訳（地方財政状況調査15表より）

増減額 増減率%

1 議 員 報 酬 ・ 手 当 28,438 28,742 28,962 28,507 △ 455 △ 1.6

2 委 員 等 報 酬 24,515 26,092 28,097 29,443 1,346 4.8

3
村長、副村長、教育長
給与

26,020 24,359 26,157 26,158 1 0.0

4 職 員 給 473,946 478,138 461,065 472,334 11,269 2.4

5 共 済 組 合 負 担 金 104,724 108,347 109,127 110,198 1,071 1.0

6 退職手当組合負担金 72,505 73,228 69,164 67,481 △ 1,683 △ 2.4

7 公務災害補償基金負担金 678 639 677 671 △ 6 △ 0.9

8 そ の 他 0 0 0 0 0 0.0

730,826 739,545 723,249 734,792 11,543 1.6

※　平成27年度、その他の欄は、地域住民生活等緊急支援交付金事業費

物件費の内訳（地方財政状況調査89表より）

増減額 増減率%

1 賃 金 77,004 84,732 85,404 77,807 △ 7,597 △ 8.9

2 旅 費 8,494 8,480 9,082 8,081 △ 1,001 △ 11.0

3 交 際 費 882 912 1,015 980 △ 35 △ 3.4

4 需 用 費 114,397 117,360 120,461 102,688 △ 17,773 △ 14.8

5 役 務 費 35,297 33,288 33,383 30,439 △ 2,944 △ 8.8

6 備 品 購 入 費 21,758 10,511 15,169 11,753 △ 3,416 △ 22.5

7 委 託 費 573,241 604,466 614,023 620,874 6,851 1.1

8 そ の 他 157,151 173,128 162,672 119,372 △ 43,300 △ 26.6

988,224 1,032,877 1,041,209 971,994 △ 69,215 △ 6.6

補助費等の状況（地方財政状況調査19表より）

増減額 増減率%

1 一部事務組合負担金 18,538 23,562 21,739 17,442 △ 4,297 △ 19.8

2 一 部 事 務 組 合 以 外 の 負 担 金 69,653 65,666 86,217 82,919 △ 3,298 △ 3.8

3 補 助 交 付 金 271,167 301,818 265,044 256,682 △ 8,362 △ 3.2

4 そ の 他 37,010 39,543 52,858 44,100 △ 8,758 △ 16.6

396,368 430,589 425,858 401,143 △ 24,715 △ 5.8

普通建設事業等の状況（地方財政状況調査13表、21～23表より）

増減額 増減率%

718,135 740,799 684,849 591,183 △ 93,666 △ 13.7

補 助 事 業 228,878 171,993 183,731 171,199 △ 12,532 △ 6.8

単 独 事 業 392,652 523,704 358,208 264,985 △ 93,223 △ 26.0

県 営 事 業 ・ 負 担 金 96,605 45,102 142,910 154,999 12,089 8.5

受 託 事 業 費 0 0 0 0 0 0.0

459 0 4,350 1,122 △ 3,228 △ 74.2

補 助 事 業 0 0 0 0 0 0.0

単 独 事 業 459 0 4,350 1,122 △ 3,228 △ 74.2

718,594 740,799 689,199 592,305 △ 96,894 △ 14.1

区　　　分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

平成28年度

平成28年度区　　　分

合　　　計

区　　　分 平成28年度

普 通 建 設 事 業

災 害 復 旧 事 業

合　　　計

（単位：千円）

平成30年度

合　　　計

令和元年度

（単位：千円）

区　　　分

（単位：千円）

令和元年度
対前年度

平成29年度 平成30年度

平成29年度

対前年度
平成29年度 平成30年度

令和元年度
対前年度

令和元年度
対前年度

（単位：千円）

合　　　計
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４．財務内容の分析

 （1）健全化判断比率

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

単 年 度 7.9 8.1 9.6 10.2 10.0

３ か 年 平 均 8.7 8.4 8.5 9.3 9.9

18.0以上になると起債の許可が必要。25.0以上になると財政健全化計画の策定が必要。

35.0以上になると財政再生計画の策定が必要となる。

比　率

（２）財政力指数

　　　

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 県平均（元年度）

単 年 度 0.238 0.240 0.251 0.243 0.503

３ か 年 平 均 0.230 0.234 0.243 0.245 0.501

　地方公共団体の財政の健全化に資することを目的に、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成１
９年６月に施行されました。これを受け、村では従来の実質公債費比率に加え、実質赤字比率、連結実質赤字比
率、将来負担比率の４つの比率を算定しました。いずれも、国が示す基準比率を下回っており、法律に基づく財政
再生計画等を策定する状況にはありません。
 
①実質赤字比率
　一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。一般会計は黒字決算されており、該当ありませ
ん。
 
②連結実質赤字比率
　一般会計のほか、すべての特別会計を含んだ実質赤字又は資金不足額の標準財政規模に対する比率。いずれ
の会計も黒字決算されており、該当ありません。
 
③実質公債費比率
　村が負担する公債費の元利償還金等の標準財政規模に対する比率の３ヶ年平均。村の全会計のほか、一部事
務組合等が起こした公債費の償還に充てたものも含めて算定したものです.。
　ここ数年の数値は安定していましたが、地方債残高及び元利償還金の増加により、単年度数値が２年連続で１０
ポイントを超えました。令和３年度が元利償還金のピークとなることから、今後も数値は高くなると予想されます。
　なお、この比率は、平成１８年度からの地方債協議制度移行に伴い、地方債の信用維持等の観点からも用いら
れています。

④将来負担比率

　村が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率で、令和元年度は４１．０％となりました。これ
は、村全会計の公債費残高と基金残高、債務負担行為に基づく将来負担などから算定したものです。一部事務組
合等への公債費の将来負担のほか、全職員の退職手当等も加味されています。
　なお、３５０％以上になると財政健全化計画の策定などが必要とされています。

平成29年度 平成30年度 令和元年度

44.9 47.3 41.0

　全国的にみて標準的な行政を行うための経費と、それを賄うために用意できる標準税率での収入の比較を財政
力指数といいます。本村は県平均を下回っており、かなり低い状態にあります。
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（３）経常収支比率

経常収支比率の推移 （単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

3,486,030 3,374,282 3,390,166 3,452,406

3,220,535 3,139,871 3,182,897 3,158,772

3,098,851 2,978,821 3,004,055 3,082,186

2,813,357 2,699,410 2,766,786 2,768,552

285,494 279,411 237,269 313,634

(90.8)
87.2

(90.6)
86.9

(92.1)
88.4

(89.8)
87.1

2,218,837 2,075,170 2,098,606 2,183,707

129,183 128,754 126,697 95,421

　 2,522,603 2,203,924 2,225,303 2,279,128

費目別経常収支比率の推移 （単位：％）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

20.0 21.2 22.4 21.6 21.7

16.2 18.7 19.2 19.9 20.8

2.9 2.6 5.1 5.2 3.6

3.1 3.1 3.1 3.3 3.5

4.7 5.6 5.8 6.2 5.6

17.1 17.0 16.8 16.6 16.6

16.3 19.0 14.5 15.5 15.2

80.4 87.2 86.9 88.4 87.1

※費目（合計）ごとで比率を算出するため、合計が一致しない場合があります。

経 常 収 支 比 率 （ % ） Ｄ ／ Ｃ
（ ）は、臨財債発行可能額を除いた数値

　経常収支比率は、経常一般財源に占める経常経費に充てた一般財源の割合で、財政構造の弾力性を測る指数
です。
　令和元年度は前年度より１．３ポイント減少し、財政状況が改善されています。

区　　　　分

経 常 的 収 入 Ａ

経 常 的 経 費 Ｂ

経 常 的 一 般 財 源 Ｃ

経 常 的 経 費 に 充 て た 一 般 財 源 Ｄ

経 常 的 一 般 財 源 の 余 剰 Ｃ － Ｄ

扶 助 費

（ 参 考 ） 普 通 地 方 交 付 税

臨 時 財 政 対 策 債 発 行 可 能 額

合　　　　　　　計

区　　　　　分

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

合 計

補 助 費 等

公 債 費

繰 出 金
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